
第１２５２回例会 ２０１１年９月２９日(木)(晴)

司 会 瀬戸 誠副幹事

点 鐘 神崎達朗会長

合 唱 ｢奉仕の理想｣(酒井健一君)

提 唱 ｢四つのテスト｣(高橋秀樹君)

ビジター紹介 深石純一君(秦野) 渡辺美佐緒様(みのりの

家)

祝誕生記念日 ＜会員＞淵脇さん(１０／１) 前君(１０／

２)

○ ガバナー事務所より

① ローターアクト第１回 地区環境活動のご案内

｢高尾山の野草を観察してみよう｣

期日 １０／２３(日)

② 国際ロータリー第２７８０地区ローターアクト第２

３回地区年次大会のご案内

日程 １１／５(土)

場所 鎌倉商工会議所 地下ホール

○ １０／１６(日)、地区大会への参加にはバスを準備い

たします。全員の出席をお願い致します。詳細は後日

お知らせいたします。

○ ガバナー補佐主催｢新会員のためのセミナー｣のおしら

せ

日時 １０／６(木) １８：００～

場所 秦野商工会議所

対象者 入会３年未満の会員、および会長・幹事

○ 三留文雄君の義父がご逝去されました。

お通夜 ９／２９(木) １８：００～

告別式 ９／３０(金) １０：００～

場所 秦野聖苑

[週報受理] 秦野中

[受付文書]

○ 秦野市少年野球連盟より 卒業大会開会式のご案内及

び第２０回親子トスボール大会のご案内

日時 １１／３(木) ９：００～

場所 秦野球場

友情出演 秦野少女ラッパ鼓隊

○ 秦野市交通安全対策協議会より 違法駐車追放運動の

実施について

スローガン“ちょっとだけ 甘えが招く 迷惑駐車”

“困ります！自転車置き去り 知らんぷり”

１、車両の違法駐車追放キャンペーン

日時 １０／１３(木) １２～１３時

場所 秦野市文化会館 駐車場集合

会員数 40名
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[[事後] 瀬戸君(秦野)

高橋(幸)君(地区)
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１０月６日(木)

○ クラブ協議会

会長・幹事

○ 理事会
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１０月１３日(木)

○ クラブフォーラム

公式訪問に向けて～

佐野英之ガバナー補

佐

出席数 27名

出席率 69.23％

前々回

の修正

78.94％

例会場 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355

事務所 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355

例会日 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分

会 長 神崎達朗 幹 事 小清水正義 会報委員長 安部信三

2011 年～2012 年度国際ロータリー会長
カルヤン・バネルジー

会長報告

幹事報告



２、違法駐車(放置自転車・放置バイク)クリーンキャン

ペーン

日時 １０／２１(金) １６～１７時

場所 東海大学駅前南口 １５時集合

○ ＮＰＯかものはしプロジェクトより クラブでの卓話

のお願い

[例会変更] 秦野中

[本日の配布物] ロータリーの友

○ 渡辺さんより皆様にクッキーを頂きました。

○ 深石純一君(秦野) ｢本日はお世話になります｣

○ 神崎達朗君 ｢渡辺さん、本日の卓話、楽しみにしてい

ます｣

○ 小清水正義君 ｢渡辺さん、本日の卓話、楽しみにして

います｣

○ 桐山晃忠君 ｢秋日和にスマイルします｣

○ 瀬戸 誠君 ｢１カ月近くお酒をやめています。飲み始

めた２０年で初めての体験です。健康にスマイルしま

す｣

○ 淵脇美代子さん ｢誕生祝い、ありがとうございました。

元気な孫の運動会に行ってきました(午前中)。さわや

かな秋晴れにスマイルします｣

○ 河野治男君 ｢９月２４日、第二回アクターズミーティ

ングに出席してきました｣

○ 高橋修平君 ｢素晴らしい天気ですね。スマイルしま

す｣

○ 大津俊彦君 ｢このところ暖かい日が続きますね。スマ

イルします｣

○ 安部信三君 ｢秋になりましたね。所用のため早退しま

す｣

○ 古谷スミ子さん ｢秋空にスマイルします｣

○ 加藤一也君 ｢たばこ祭りのパレードに参加して頂い

た方々、ありがとうございました｣

○ 岩本英貴君 ｢スマイルします｣

○ 前 肇君 ｢スマイルします｣

合計34,000円

○ プログラム委員会 小清水正義幹事(代理)

１０月の例会予定

１０／６(木) クラブ協議会 会長・幹事

定例理事会

１０／１３(木) クラブフォーラム

公式訪問に向けて

佐野英之第７グループガバナー補佐

１０／２０(木)→１５(土)・１６(日) 地区大会(横須賀)

１０／２７(木) ガバナー公式訪問 森 洋ガバナー

○ 神崎達朗会長より紹介

社会福祉法人・ビーハッピー「みのりの家」の渡辺美佐

緒さんをご紹介いたします。

みのりの家の施設長

出身地 東京都中野区

1972年 日本女子大学社会福祉学科卒

1972～82年 秦野市内 弘済学園勤務

1982～86年 “ くずは学園勤務

1986年 自宅にてみのりの家を開設

現在に至る。

秦野名水ＲＣとは２０年来のお付き合いをしております

が、皆様あまりみのりの家の事をご存知ないと思いますの

で、お話をお聞きしたいと思います。

○ 社会福祉法人 ビーハッピー 「みのりの家」

渡辺美佐緒様

皆さま、こんにちは。今日はみのりの家のお話をさせて

スマイル報告

卓話

委員会報告



いただける機会を頂き、感謝申し上げます。

２０年来お世話になり、毎年、寄付金を頂いた時にお礼

のご挨拶をさせて頂いておりましたが、しっかり、みのり

の家の事についてお話しできる事、大変うれしく思ってい

ます。夫で理事長も共にお伺いして、と思いましたが、小

さな施設ですので、２人同時に抜ける事ができにくいため、

私１人で参りました。

みのりの家について

・運営理念

「生きている事、そのことで充分であり、どんな場面でも

二度とこない尊い今を大切にしていきましょう」

人は自分らしさを存分に発揮したいと願っています。私

たちにとって日々の生活を大切に思い、心豊かに安心して

暮らしていきたいという事は、共通の願いであるように思

います。みのりの家はこのような思いで始められた、何ら

かのサポートを必要とされている方達の集いの場、憩いの

場、働く場、やすらぎの場です。

パンフレットを配布させて頂きましたが、その中に障害

者という言葉は使わず、“サポートを必要とする方”にしま

した。それは、学生のころ、いずれは障害者という言葉は

無くなると教えられたからです。定員２０名ですが、３０

名が登録されていて、毎日通所してくる人が２０名ぐらい。

マンツーマンで対応しておりますので、職員も１９名働い

ています。

私は昭和２５年生まれです。１６歳、高校生の時に福祉

関係の映画を観たのがきっかけで福祉関係の何かをしたい

と思いました。糸賀一雄(滋賀県)の作品で、ハンディキャ

ップをもった人たちが集まり、その人たちは特別な人では

なく、いきいきと心豊かに穏やかに暮らせる社会が成熟し

た社会なのだ、という内容の映画でした。

昭和４８年に秦野に来ました。弘済学園とくずは学園、

合わせて１５年間働きました。知的な面でのサポートが必

要な人たちばかりでしたが、心の底から感じた事は、ハン

ディキャップを持っている事で、本人も親御さんも世の中

でマイナス的存在であると思っている人ばかりでした。社

会に申し訳ない、生まれてこなければよかったと心から苦

しんでいました。この人たちには“生きているだけで良い

じゃない”という私の気持ちは通用しませんでした。現実

の厳しさを痛切に感じました。私の夢に向かって一歩でも

進めたらと思い「みのりの家」を開設、２３年前の事です。

有識者の方からは大変心配されましたが、一年でも二年で

もできるかぎりやってみよう、とはじめました。

秦野名水ＲＣさんを筆頭に大勢の方々の協力を得て今ま

で来られました。２３年前のみのりの家ニュース第一号と、

Ｈ１９年に法人化した時の新聞の記事を配布致しました。

当初は自宅、菩提で発足、２名の方からはじめ、３年で１

０名になってしまい、１９９１～１９９６年、羽根に家を

借りて移転。この時に秦野名水ＲＣを紹介されました。１

９９６～２００７年までは戸川。２００７年２月１４日、

社会福祉法人として認可され、１０月、現在の渋沢に移転

しました。

秦野市内には立派な施設がたくさんありますが、みのり

の家のような小さな施設も増えてほしいなと思っています。

将来の夢は何があっても普通の家庭生活と同じように生

活できる場所を作りたいと思っています。そしてハンディ

キャップをもっていても楽しく過ごせる場所になればと思

います。半世紀が過ぎ、輝きが持てるにはまだまだ時間が

かかると思いますが、若い世代の人につなげられればと思

います。

最後に再度、皆様の支えでここまで来られました事に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございます。


